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があった。身長やその他の属性は心理社会的指標とは関連を示さなかった。   
 
考 察 
 軟骨無形成症児（者）は、低身長に関連した経験に頻繁に遭遇していたが、自己概念な
どの適応指標は保たれていた。また、低身長ストレスへの認知的評価も正常群と同様であ
った。この結果から、低身長ストレスが強くても、適切な認知的評価でそれを緩和し、良
好な心理社会的適応に至る可能性が示唆された。セルフエフィカシーが高値で、多くの変
数と強く相関したことは、軟骨無形成症児（者）の心理社会的適応における重要な役割を
示唆する。 
 
結 論 
軟骨無形成症児（者）は低身長ストレスを多く経験していたが、適応指標である自己概
念は障害されず、さらに、低身長ストレスが強いにもかかわらず「脅威」を感じていない
という特徴的な認知的評価をしており、自己効力感が非常に高かった。本症では、認知的
評価と自己効力感が心理社会的適応を促進する要因となることが示唆された。軟骨無形成
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症児（者）の心理社会的適応の評価には「心理的適応プロセス」全体を評価することが重
要であり、その結果に応じた介入の実施が心理的適応をサポートする上で有効であると考
えられた。 
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